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世間がコロナ禍になり早３年余りが経過しようとしています。コロナ禍当初は、緊急事態宣言や蔓延防止等重点措置が発令される度に、行事も中止になり、外部講師によるクラブ活動なども中止になっています。地域との共催の夏祭りや能古校区体育祭については、自治会や体育振興会の方々と毎年協議を重ねていますが、現在に至るまで中止になっています。そのような状況の中で能古島内限定ではありますが通常の活動に向けた取り組みを始めています。
先ず、館内活動から施設外活動への取り組みとして始めたのが島内ドライブです。参加希望される利用者を施設車１台ないし２台で島内を30～40分程ドライブを行ってます。
また、行事については、昨年度までは、代替えとして館内でのレクリエーションを行ってきましたが、今年度６月の地域交流会の代替えについては、能古島内の浜崎グラウンドを使用して、ラジオ体操と玉入れを行い、景品としてパンを用意して、ゲーム後、グラウンド内に設置したテント内で皆さん食べられています。午前中のみでしたが久々の施設外での活動に利用者の皆さんは楽しまれた様子でした。
また、毎年6月に実施されるラブアースでは、事前に利用者数名と引率職員で海岸清掃を行いました。さらに、島内一斉清掃の際も事前に職員数名で草刈り作業を行い、間接的ではありますが、地域活動への取り組みも行っています。地域の方々との交流は、コロナ禍により自粛していますが、地域との繋がりとしては引き続き、間接的ではありますが、取り組んでいきたいと考えています。
今後は、島内での活動として、アイランドパークを利用した取り組みや能古島内の飲食店や販売所を利用した買い物等も計画、実施していきたいと思っています。その際は、マスクや消毒など感染症予防対策は徹底して行っていきます。そして、コロナ禍が落ち着いた際には、以前のように公民館清掃なども再開して、地域貢献にも取り組んでいきたいと考えています。
